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第28回 定時株主総会

招 集 ご 通 知
日 時 平成29年11月29日（水曜日）午前10時 目 次

第28回定時株主総会招集ご通知　………… P.　1
提供書面

事業報告　………………………………… P.　4
連結計算書類　…………………………… P.22
計算書類　………………………………… P.25
監査報告　………………………………… P.28

株主総会参考書類
第１号議案　取締役８名選任の件　…… P.32
第２号議案　監査役２名選任の件　…… P.38
第３号議案　退任取締役に対する退職慰労金贈呈の件… P.40

（受付開始　午前９時）

場 所 名古屋市東区葵３-16-16
ホテルメルパルク名古屋　２階瑞雲

決議事項 第１号議案　取締役８名選任の件
第２号議案　監査役２名選任の件
第３号議案　退任取締役に対する退職慰労

金贈呈の件

証券コード：8904

表紙
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証券コード　8904

平成29年11月10日

株 主 各 位
名古屋市瑞穂区妙音通三丁目31番地の１

代 表 取 締 役 社 長 　 宮 　﨑　 宗 　 市

第28回定時株主総会招集ご通知
拝啓　平素は格別のご高配を賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、当社第28回定時株主総会を下記のとおり開催いたしますので、ご出席くだ
さいますようご通知申し上げます。

なお、当日ご出席願えない場合は、書面によって議決権を行使することができます
ので、お手数ながら後記の株主総会参考書類をご検討いただきまして、同封の議決権
行使書用紙に賛否をご表示いただき、平成29年11月28日（火曜日）午後６時までに
到着するようご返送いただきたくお願い申し上げます。

敬　具
記

１ 日 時 平成29年11月29日（水曜日）午前10時
（受付開始　午前９時）

２ 場 所 名古屋市東区葵３-16-16
ホテルメルパルク名古屋 ２階瑞雲

－ 1 －

株主各位
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３ 目 的 事 項
報 告 事 項 １. 第28期（平成28年９月１日から平成29年８月31日まで）

事業報告、連結計算書類並びに会計監査人及び監査役会の連
結計算書類監査結果報告の件

２. 第28期（平成28年９月１日から平成29年８月31日まで）
計算書類報告の件

決 議 事 項
第１号議案 取締役８名選任の件
第２号議案 監査役２名選任の件
第３号議案 退任取締役に対する退職慰労金贈呈の件

以　上

◎　当日ご出席の際は、お手数ながら同封の議決権行使書用紙を会場受付へご提出くださ
いますようお願い申し上げます。

◎　株主総会参考書類並びに事業報告、計算書類及び連結計算書類に修正すべき事情が生
じた場合は、インターネット上の当社ウェブサイトにおいて、修正後の事項を掲載さ
せていただきます。

◎　本招集ご通知に際して提供すべき書類のうち、次の事項につきましては、法令及び定
款第18条の規定に基づき、インターネット上の当社ウェブサイトに掲載しております
ので、本招集ご通知の提供書面には記載しておりません。したがって、本招集ご通知
の提供書面は、監査報告を作成するに際し、監査役及び会計監査人が監査をした書類
の一部であります。
１．連結計算書類の連結注記表
２．計算書類の個別注記表

◎　本招集ご通知の内容については、早期に情報をご提供する観点から、本招集ご通知発
送前に当社ウェブサイトに開示いたしました。

当社ウェブサイト（http://www.sanyo-hn.co.jp）

－ 2 －

株主各位
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議決権行使等についてのご案内
議決権は、以下の2つの方法により行使いただくことができます。

株主総会にご出席される場合
議決権行使書用紙を会場受付にご提出ください。（ご捺印は不要です。）

日 時 平成29年11月29日（水曜日）午前10時（受付開始：午前９時）
場 所 ホテルメルパルク名古屋　２階瑞雲

（末尾の「株主総会会場ご案内図」をご参照ください。）

郵送で議決権を行使される場合
同封の議決権行使書用紙に議案に対する賛否をご表示のうえ、切手を貼らずにご投函ください。

行使期限 平成29年11月28日（火曜日）午後６時到着分まで

第１、２号議案について
全 員 賛 成 の 場 合 → 賛 に○印
全 員 反 対 の 場 合 → 否 に○印
一部候補者に反対の場合 → 賛 に○印をし、反対する候補者番号を右欄に記入

こちらに各議案の賛否を
ご記入ください。

－ 3 －

議決権行使等についてのご案内
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提供書面

事業報告（平成28年９月１日から平成29年８月31日まで）

1. 企業集団の現況に関する事項
⑴　事業の経過及び成果

当連結会計年度における我が国経済は、昨年後半から牽引役を担ってきたアジア向け
の輸出が伸び悩み、外需に一服感が出たものの、世界的なＩＴ、自動車関連の需要は底
堅く推移し、加えて耐久消費財の買い替え需要などを背景とした個人消費回復の動き
や、好調な企業業績を受けて人手不足に伴う省力化など設備投資の需要も強まり、緩や
かな景気回復が続きました。

当不動産業界におきましては、我が国の人口が平成20年をピークに減少してきた中
で、景気回復に対する期待感、金利先高感もあり、平成29年８月期の全国新設住宅着工
戸数は973,320戸となり、前年同期比3.4％増加しました。

こうした中、『家を、土地からオーダーメイドする。』当社グループの中核である戸
建住宅事業では、「地域密着型営業」「コミュニケーションとコンサルティングを重視
した営業」により、お客様のニーズを的確に把握し、良質な土地に「住む人本位」の自
由設計による快適な住まいをご提案することで、受注の拡大を図ってまいりました。

当連結会計年度の業績につきましては、引渡棟数が順調に推移したことにより、売上
高は371億91百万円（前年同期比7.2％増）、営業利益は17億７百万円（前年同期比
24.9％増）、経常利益は19億13百万円（前年同期比22.1％増）、親会社株主に帰属す
る当期純利益は12億83百万円（前年同期比50.7％増）となりました。

なお、当社グループにおけるセグメント別の業績の概況は次のとおりであります。
戸建住宅事業

戸建住宅事業は、オーダーメイド住宅、戸建住宅の施工・販売を行っており、中でも
オーダーメイド住宅は、良質な土地にお客様のニーズに合った建物を自由設計で提供す
るもので、お客様の満足度も高く、当社グループの中核を占めております。

当連結会計年度の売上高は296億33百万円（前年同期比8.6％増）、営業利益は14億
９百万円（前年同期比32.9％増）となりました。
マンション事業

マンション事業は、連結子会社においてマンションの企画・販売を行っており、当連
結会計年度の売上高は15億76百万円（前年同期比10.6％減）、営業利益は80百万円
（前年同期比23.5％減）となりました。

－ 4 －

事業の経過及び成果
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一般請負工事事業
一般請負工事事業は、連結子会社において、建築工事、土木工事及び管工事などの請

負を行っており、当連結会計年度の売上高は57億93百万円（前年同期比6.2％増）、営
業利益は１億46百万円（前年同期比12.3％増）となりました。
その他の事業

その他の事業は、お客様に「住まい」を提供する過程で必要となる不動産仲介、測量
などを行う事業であります。

当連結会計年度の売上高は１億89百万円（前年同期比9.3％増）、営業利益は65百万
円（前年同期比103.0％増）となりました。

⑵　セグメント別受注高・売上高及び受注残高実績
（単位：百万円）

区 分 当期受注高 当期売上高 受 注 残 高
戸建住宅事業 30,365 29,633 12,469
マンション事業 1,479 1,576 325
一般請負工事事業 7,124 5,793 3,435
その他の事業 － 189 －

合 計 38,970 37,191 16,230

売上高比率

マンション事業
5.1％

戸建住宅事業
78.7％一般請負工事事業

15.7％

その他の事業
0.5％

平成28年８月期

マンション事業
4.2％

戸建住宅事業
79.7％一般請負工事事業

15.6％

その他の事業
0.5％

平成29年８月期

－ 5 －

事業の経過及び成果
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⑶　設備投資の状況
当連結会計年度における設備投資は、総額86百万円であります。その主なものは、業

務システム等の導入・改修41百万円、支店等の修繕18百万円であります。

⑷　資金調達の状況
該当事項はありません。

⑸　事業の譲渡、吸収分割または新設分割の状況
該当事項はありません。

⑹　他の会社の事業の譲受けの状況
該当事項はありません。

⑺　吸収合併または吸収分割による他の法人等の事業に関する権利義務の承継の状況
該当事項はありません。

⑻　他の会社の株式その他の持分または新株予約権等の取得または処分の状況
該当事項はありません。

－ 6 －

事業の経過及び成果
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⑼　対処すべき課題
当社グループを取り巻く環境は、人口及び世帯数の減少による住宅市場の縮小、社会

の高齢化や核家族化がすすむことなどによる空き家問題、地価上昇に伴う新築住宅価格
の高騰などが大きな影響を及ぼし、変化していくものと予想されます。

このような状況において、当社グループは、「『住む人本位』の自由設計による快適
な住まいを提供する」という経営方針のもと、お客様に対するコンサルティングを通じ
て、顧客満足度の一層の向上を追求しております。

それを踏まえ、厳しい事業環境の中で当社グループがどのようにビジネスチャンスを
獲得するのか、社会から評価される企業になるためには何をしていくのかが大きな課題
であると考えております。

そのために、以下の３点について取り組んでまいります。
①　収益力の向上

当社グループは、「適正価格による販売」「適正な利益を確保する販売」に注力
し、収益力を高め、信頼を確固たるものにするよう努めてまいります。

具体的には、「自由設計」の家を適正と考えられる価格でお客様に提供し、かつ当
社が適正な利益を確保するため、妥当な価格での土地の仕入、建築コストの低減、新
企画商品の開発に努めてまいります。

②　営業基盤の強化
当社の主力地域である東海エリアでは、住宅設備の大型展示施設となるサンヨーデ

ザインギャラリーを中心に、より多くのお客様にご来場いただき、自由設計の魅力を
十分に感じていただくことで一層の顧客サービスの向上と営業基盤の拡充を図って
まいります。

また、関西エリアでは自社営業にとらわれず、販売代理を活用して多くのお客様に
住宅を提供するとともに、静岡エリアでは昨年９月にグループ化した五朋建設株式会
社の経営資源を有効活用し、業績拡大をすすめてまいります。

さらに全国展開に向けた基盤づくりをすすめるため適宜拠点の新設を実行し、地域
によっては商品ラインナップの見直しを行い、オーダーメイド住宅を中心とした業容
の拡大に努めてまいります。

③　管理体制の強化
コンプライアンス・リスク管理室を中心に、内部管理体制の強化、業容拡大に伴う

リスクマネジメントを推進するとともに、グループ会社連携体制の強化、業務効率化
に努めてまいります。

今後も、当社グループの強みを活かし、お客様に満足していただける質の高い住宅
を提供する企業グループとしての事業活動を推進しながら、グループ全体の企業価値
をより一層高め、社会へ貢献することを目指してまいります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層のご支援とご鞭撻を賜りますようお願
い申し上げます。

－ 7 －

対処すべき課題
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⑽　財産及び損益の状況
（単位：百万円）

区 分 第25期
(平成26年８月期)

第26期
(平成27年８月期)

第27期
(平成28年８月期)

第28期
(当連結会計年度)
(平成29年８月期)

受注高 36,922 35,383 32,795 38,970
売上高 37,195 34,739 34,685 37,191
経常利益 2,404 1,743 1,566 1,913
親会社株主に帰属する
当期純利益 1,462 1,082 851 1,283

１株当たり当期純利益 98円97銭 73円11銭 58円30銭 88円05銭
総資産 35,971 35,786 34,960 37,536
純資産 22,477 23,059 23,118 23,827
１株当たり純資産 1,519円82銭 1,556円16銭 1,585円55銭 1,634円15銭

37,19137,195 34,739 34,685

第25期
（平成26年８月期）

第28期
（平成29年８月期）

第27期
（平成28年８月期）

第26期
（平成27年８月期）

（単位：百万円）売上高

1,913
2,404

1,743 1,566

第25期
（平成26年８月期）

第28期
（平成29年８月期）

第27期
（平成28年８月期）

第26期
（平成27年８月期）

（単位：百万円）経常利益

1,283
1,462

1,082
851

第25期
（平成26年８月期）

第28期
（平成29年８月期）

第27期
（平成28年８月期）

第26期
（平成27年８月期）

（単位：百万円）親会社株主に帰属する当期純利益

88.05
98.97

73.11
58.30

第25期
（平成26年８月期）

第28期
（平成29年８月期）

第27期
（平成28年８月期）

第26期
（平成27年８月期）

（単位：円）1株当たり当期純利益

第25期
（平成26年８月期）

第28期
（平成29年８月期）

第27期
（平成28年８月期）

第26期
（平成27年８月期）

37,53635,971 35,786 34,960

23,82722,477 23,059 23,11822,477 23,059 23,118 23,827

（単位：百万円）総資産/純資産

1,634.151,519.82 1,556.16 1,585.55

第25期
（平成26年８月期）

第28期
（平成29年８月期）

第27期
（平成28年８月期）

第26期
（平成27年８月期）

（単位：円）1株当たり純資産

－ 8 －

財産及び損益の状況



2017/10/31 14:03:54 / 17328111_株式会社サンヨーハウジング名古屋_招集通知（Ｃ）

⑾　重要な子会社の状況
会 社 名 資本金(百万円) 出資比率(％) 主 要 な 事 業 内 容

サンヨー測量株式会社 10 100 土地の測量

サンヨーベストホーム株式会社 100 100 マンションの企画・販売

株式会社巨勢工務店 80 100 建築工事の請負

ジェイテクノ株式会社 230 100 土木・管工事・建築工事の請負

株式会社宇戸平工務店 40 100 建築工事の請負

サンヨー住宅販売株式会社 50 100 戸建住宅の企画・販売

五朋建設株式会社 17 100 オーダーメイド住宅、
戸建住宅の施工・販売

（注）１．当社は、平成28年７月14日開催の取締役会において、五朋建設株式会社の株式を全株取得し、子
会社化することについて決議し、平成28年７月16日付で株式譲渡契約を締結、平成28年９月１日
付で同社の全株式を取得いたしました。

２．当社は、平成29年８月７日開催の取締役会において、当社100％出資子会社であるサンヨー住宅販
売株式会社を吸収合併することを決議し、同日付で合併契約書を締結し、平成29年９月11日付で
合併いたしました。

⑿　主要な事業内容（平成29年８月31日現在）
①　オーダーメイド住宅、戸建住宅の施工・販売
②　マンションの企画・販売
③　建築工事、土木工事及び管工事の請負
④　不動産仲介、測量

－ 9 －

重要な子会社の状況、主要な事業内容
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⒀　主要な事業所（平成29年８月31日現在）

当 社

本 社 名古屋市瑞穂区妙音通
建 設 本 部 愛知県長久手市久保山

サ ン ヨ ー
デ ザ イ ン
ギ ャ ラ リ ー

名古屋南支店 名古屋市緑区潮見が丘
名古屋東支店 愛知県長久手市井堀
春日井支店 愛知県春日井市瑞穂通
豊田支店 愛知県豊田市下林町

事 務 所
ショールーム

栄支店 名古屋市東区泉
東海支店 愛知県東海市富木島町
名古屋西支店 愛知県一宮市赤見
刈谷支店 愛知県刈谷市大手町
岡崎支店 愛知県岡崎市法性寺町
豊橋支店 愛知県豊橋市大手町
四日市支店 三重県四日市市石塚町
岐阜支店 岐阜県岐阜市宇佐
静岡支店 静岡市葵区川辺町
浜松支店 浜松市中区常盤町
金沢支店 石川県金沢市彦三町
豊中支店 大阪府豊中市岡上の町
姫路支店 兵庫県姫路市豊沢町

住 宅 展 示 場 名古屋総合展示場 名古屋市熱田区三本松町

サ ン な ご
ス タ ジ オ

名古屋東営業所 名古屋市名東区猪子石原
春日井営業所 愛知県春日井市柏井町
稲沢営業所 愛知県稲沢市長野

子 会 社

サンヨー測量株式会社 名古屋市千種区今池南
サンヨーベストホーム株式会社 名古屋市熱田区白鳥
株式会社巨勢工務店 兵庫県西宮市生瀬町
ジェイテクノ株式会社 名古屋市天白区井の森町
株式会社宇戸平工務店 三重県津市久居寺町
サンヨー住宅販売株式会社 大阪府豊中市岡上の町
五朋建設株式会社 静岡市駿河区曲金

－ 10 －

主要な事業所
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⒁　従業員の状況（平成29年８月31日現在）
①　企業集団の状況

区 分 従 業 員 数 前連結会計年度末比増減
戸建住宅事業 374名 18名増
マンション事業 21名 3名増
一般請負工事事業 104名 －
その他の事業 15名 1名増

合 計 514名 22名増
（注）従業員数には、臨時従業員は含んでおりません。

②　当社の状況
従業員数 前期末比増減 平均年齢 平均勤続年数

371名 8名増 33.6歳 7.6年
（注）従業員数には、臨時従業員は含んでおりません。

⒂　主要な借入先の状況（平成29年８月31日現在）
借 入 先 借 入 金 残 高 （ 百 万 円 ）

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 1,488
株式会社十六銀行 747
株式会社愛知銀行 706
三井住友信託銀行株式会社 686
愛知県信用農業協同組合連合会 680
株式会社中京銀行 527
株式会社大垣共立銀行 409
株式会社三井住友銀行 331
株式会社名古屋銀行 273
株式会社第三銀行 252

⒃　その他企業集団の現況に関する重要な事項
該当事項はありません。

－ 11 －

従業員の状況、主要な借入先の状況、その他企業集団の現況に関する重要な事項
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2. 会社の株式に関する事項（平成29年８月31日現在）
⑴　株式の状況

その他の法人
5.0％

個人・その他
50.3％

自己株式
2.0％

外国法人等
21.3％

金融機関
20.3％

証券会社
1.0％

所有者別の株式保有比率

①　発行可能株式総数 25,000,000株
②　発行済株式の総数 14,884,300株

（自己株式303,554株を含む）
③　当事業年度末の株主数 8,363名

⑵　大株主の状況（上位10位）
株 主 名 持株数(株) 持株比率(％)

宮﨑宗市 4,081,400 27.99
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社 1,191,200 8.16
ビービーエイチ　フイデリテイ　ピユーリタン　フイデリテイ　
シリーズ　イントリンシツク　オポチユニテイズ　フアンド 700,000 4.80

STATE STREET LONDON CARE OF STATE STREET 
BANK AND TRUST, BOSTON SSBTC A/C UK 
LONDON BRANCH CLIENTS-UNITED KINGDOM

597,500 4.09

ビーエヌワイエムエスエーエヌブイ　ノン　トリーテイー　アカウント 597,000 4.09
日本マスタートラスト信託銀行株式会社 297,500 2.04
ビービーエイチ　ボストン　フォー　ノムラ　ジャパン　スモーラー
キャピタライゼイション　ファンド　６２００６５ 254,900 1.74

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 192,000 1.31
サンヨーハウジング名古屋従業員持株会 190,300 1.30
UBS AG LONDON A/C IPB SEGREGATED CLIENT ACCOUNT 175,600 1.20
（注）１．持株比率は、自己株式（303,554株）を控除して計算し、小数点第３位以下を切り捨てて表示して

おります。
２．日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社の持株数はすべて信託業務に係る株式であります。
３．日本マスタートラスト信託銀行株式会社の持株数はすべて信託業務に係る株式であります。

3. 会社の新株予約権等に関する事項
該当事項はありません。

－ 12 －
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4. 会社役員に関する事項（平成29年８月31日現在）
⑴　取締役及び監査役に関する事項
会社における地位 氏 名 担 当 及 び 重 要 な 兼 職 の 状 況

代表取締役社長 宮 﨑 宗 市
サンヨー測量株式会社　代表取締役社長
サンヨーベストホーム株式会社　代表取締役社長
五朋建設株式会社　代表取締役社長

常務取締役 沢 田 康 成 営業本部長
常務取締役 杉 浦 英 二
取締役 水 戸 直 樹 建設本部長兼設計部長
取締役 小 原 　 昇 経営本部長兼経営企画室長
取締役 大 森 隆 治 管理本部長兼人事部長
取締役 小 里 　 孝 株式会社十六総合研究所　顧問

取締役 遠 藤 彰 一
公認会計士・遠藤会計事務所　所長
株式会社ワンズブレイン・パートナーズ　代表取締役社長
中島醸造株式会社　取締役

常勤監査役 千 住 憲 夫 株式会社サガミチェーン　社外取締役
監査役 木 内 正 洋
監査役 東 松 磐 樹

監査役 川 崎 修 一
弁護士法人久屋総合法律事務所　代表パートナー弁護士
愛知大学大学院　准教授
株式会社クリップコーポレーション　社外監査役

（注）１．取締役の小里孝、遠藤彰一の両氏は、社外取締役であります。
２．監査役の木内正洋、東松磐樹、川崎修一の３氏は、社外監査役であります。
３．当社は、取締役の小里孝、遠藤彰一の両氏及び監査役の木内正洋、東松磐樹、川崎修一の３氏を東

京証券取引所及び名古屋証券取引所の定めに基づく独立役員として指定し、両取引所に届け出てお
ります。

－ 13 －

会社役員に関する事項
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⑵　責任限定契約の内容の概要
当社と各社外取締役及び各監査役は、会社法第427条第１項の規定に基づき、同法

第423条第１項の責任に関し、善意でかつ重大な過失がないときには、同法第425条
第１項に定める最低責任限度額を限度として賠償責任を負うものとする責任限定契
約を締結しております。

⑶　取締役及び監査役の報酬等の額
区 分 支 給 人 員 報 酬 等 の 額

取締役（うち社外取締役） ８名（２名） 232,500千円　（7,500千円）
監査役（うち社外監査役） ４名（３名） 18,450千円　（7,950千円）
合　計（うち社外役員） 12名（５名） 250,950千円（15,450千円）

（注）１．取締役の報酬等の額には、使用人兼務取締役の使用人分給与は含まれておりません。
２．報酬等の額には、当事業年度における役員退職慰労引当金繰入額が含まれております。

⑷　社外役員に関する事項
①　他の法人等の重要な兼職状況

取締役小里孝氏は、株式会社十六総合研究所顧問を兼職しております。
取締役遠藤彰一氏は、公認会計士・遠藤会計事務所所長、株式会社ワンズブレイ

ン・パートナーズ代表取締役社長及び中島醸造株式会社取締役を兼職しております。
監査役川崎修一氏は、弁護士法人久屋総合法律事務所代表パートナー弁護士、愛知

大学大学院准教授及び株式会社クリップコーポレーション社外監査役を兼職してお
ります。

当社と上記各社との間には重要な取引及び特別な関係はありません。

－ 14 －

会社役員に関する事項
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②　当事業年度における主な活動状況
取締役会並びに監査役会への出席状況及び発言状況

区分 氏名 取締役会 監査役会 発言状況出席回数 出席率 出席回数 出席率

取締役 小 里 　 孝 13/14回 92％ 長年にわたる経営者としての経験に
基づき発言を行っております。

取締役 遠 藤 彰 一 14/14回 100％ 公認会計士としての専門的な知識に
基づき発言を行っております。

監査役 木 内 正 洋 14/14回 100％ 14/14回 100％ 長年にわたる経営者としての経験に
基づき発言を行っております。

監査役 東 松 磐 樹 13/14回 92％ 13/14回 92％ 長年にわたる警察官としての豊富な経
験に基づき発言を行っております。

監査役 川 崎 修 一 13/14回 92％ 13/14回 92％ 弁護士としての専門的な知識に基づ
き発言を行っております。

－ 15 －

会社役員に関する事項
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5. 会計監査人の状況
⑴　会計監査人の名称

誠栄監査法人

⑵　会計監査人の報酬等の額
区 分 支払額

① 当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額 21,000千円

② 当社及び当社子会社が会計監査人に支払うべき金銭その他の
財産上の利益の合計額 21,000千円

（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査
の監査報酬等の額を明確に区分しておらず、実質的にも区分できませんので、当事業年度に係る会
計監査人の報酬等の額にはこれらの合計額を記載しております。

２．監査役会は日本監査役協会が公表する「会計監査人との連携に関する実務指針」を踏まえ、会計監
査人の監査計画の内容、会計監査の職務遂行状況及び報酬見積の算出根拠等を確認し、検証した結
果、会計監査人の報酬等の額について会社法第399条第１項の同意を行っております。

⑶　会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査役会は、会計監査人の職務の執行に支障がある場合など、その必要があると判断

した場合は、会計監査人の解任または不再任を株主総会の会議の目的とすることといた
します。監査役会は、会計監査人が会社法第340条第１項各号に定める項目に該当する
と認められる場合は、監査役全員の同意に基づき、会計監査人を解任いたします。この
場合、監査役会が選定した監査役は、解任後最初に招集される株主総会におきまして、
会計監査人を解任した旨と解任の理由を報告いたします。

－ 16 －

会計監査人の状況
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6. 会社の体制及び方針
⑴　業務の適正を確保するための体制

当社は、会社法及び会社法施行規則に基づき、当社並びに子会社からなる企業集団の業
務の適正を確保する体制の整備に関する基本方針を取締役会の決議により以下のとおり
定めております。

当社は、基本方針に基づく内部統制システムの整備・運用状況を評価し、必要な改善
措置を講じるほか、この基本方針についても、経営環境の変化等に対応して見直しを行
い、実効性のある内部統制システムの整備・運用に努める。
①　取締役及び使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための

体制
イ．取締役会が取締役の職務の執行を監督するため、取締役は、会社の業務執行状

況を取締役会に報告するとともに、他の取締役の職務執行を相互に監視・監督
する。

ロ．監査役は、代表取締役及び業務を執行する取締役がその職務の執行状況を適時
かつ適切に取締役会に報告しているかを確認するとともに、取締役会が監督義
務を適切に履行しているかを監視する。

ハ．サンヨーハウジンググループ企業行動指針をはじめとするコンプライアンス
体制に係る規程を制定し、役職員が法令・定款を遵守した行動をとるための行
動規範とする。また、その徹底を図るため、コンプライアンス・リスク管理委
員会を設け、全社のコンプライアンスの取り組みを横断的に統括するととも
に、役職員教育等を行う。コンプライアンス・リスク管理委員会の委員長は代
表取締役社長が務める。

ニ．コンプライアンス体制の充実及びコーポレートガバナンス強化の観点から、コ
ンプライアンス・リスク管理室を設置し、当社のコンプライアンス体制の構
築・運用状況を調査し、その結果を定期的に取締役会に報告する。また、コン
プライアンス・リスク管理室はコンプライアンス・リスク管理委員会を所管す
る。

ホ．内部監査室は、法令及び社内規程に従って業務が適切に運用されているかを監
査する。
監査結果については、定期的に取締役会に報告する。

－ 17 －
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ヘ．法令等の遵守上疑義のある行為等について、使用人が直接情報提供を行える手
段として内部通報制度を設置・運営する。監査役会は係る通報の直接受付機能
を果たすこととする。この場合、通報者の希望により匿名性を担保するととも
に、通報者に不利益がないことを確保する。重要な通報については、監査役会
は、その内容と会社の対処状況、対処結果について、取締役会に開示し、周知
徹底する。

②　取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
取締役の職務執行に係る情報については、法令及び社内規程に基づき作成・保存す

るとともに、必要に応じて取締役、監査役、会計監査人等が閲覧、謄写可能な状態に
て管理する。

③　損失の危険の管理に関する規程その他の体制
イ．業務執行に係るリスクを認識・評価し適切なリスク対応を行うため、リスク管

理規程を定め、コンプライアンス・リスク管理委員会が全社的なリスク管理体
制の整備・構築を行う。

ロ．コンプライアンス・リスク管理委員会は、定期的に担当部門の責任者より各部
門に内在するリスク管理の状況について報告を受け、全社的なリスク管理の進
捗状況についての管理を行う。

ハ．内部監査室は、各部門のリスク管理状況の監査を通じ、その結果をコンプライ
アンス・リスク管理委員会に報告する。

ニ．コンプライアンス・リスク管理室は、各部門のリスク管理体制状況を調査し、
その結果を代表取締役に報告するとともに、定期的に取締役会に報告する。

④　取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
イ．取締役会を取締役会規程に基づき開催し、業務執行に係る重要な意思決定を行

うとともに、取締役の業務執行状況の監督を行う。また、随時発生する課題に
対処するため、適時、臨時取締役会を開催する。

ロ．執行役員制度を採用し、取締役の監視のもとで、業務の分担、責任の明確化、
業務執行の効率化、迅速化を図る。

ハ．取締役の職務分担を明確にし、当該担当業務の執行については、組織規程にお
いて各部門の業務分掌を明確にするとともに、その責任者を定め、適正かつ効
率的に職務が行われる体制を確保する。

ニ．中期経営計画と年次計画を策定し、取締役会への業績報告等を通じて、取締役
会がその実行・実績の管理を行う。

－ 18 －

業務の適正を確保するための体制
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⑤　当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
イ．当社の定める関係会社管理規程に基づき、当社企業集団における業務の適正を

確保する。また、子会社の業務の執行は、各社における社内規程に従って実施
し、内部監査室は、業務が実効的かつ適正に行われているかどうかを監査す
る。

ロ．当社は、関係会社管理規程に基づき連絡会議を開催し、子会社の経営内容を的
確に把握するとともに業務執行状況を監視する。

ハ．コンプライアンス・リスク管理室は、子会社の経営が実効的かつ適正に行う体
制になっているかを調査する。

⑥　監査役がその職務を補助すべき使用人を置くことを求めた場合における当該使用
人に関する事項及び当該使用人の取締役からの独立性に関する事項

イ．当社は監査役のための監査役スタッフを置くことができる。
ロ．監査役スタッフの異動、昇格・降格、報酬、懲罰等に係る決定を行う場合に

は、常勤監査役の同意を要するものとする。

⑦　取締役及び使用人が監査役に報告をするための体制及びその他監査役の監査が実
効的に行われることを確保するための体制

イ．取締役及び使用人は、会社に著しい損害を及ぼすおそれのある事実があること
を発見したときは、直ちに監査役に報告をするものとする。

ロ．監査役は、取締役会のほか、コンプライアンス・リスク管理委員会などの重要
な会議に出席するとともに、必要に応じて、取締役及び使用人に対して報告を
求め、書類の提示を求めることができるものとする。

ハ．監査役に報告を行った者は当該報告を行ったことを理由として不利な取扱い
を受けない。

ニ．監査役は、監査の実施にあたり、顧問弁護士、会計監査人、コンプライアン
ス・リスク管理室及び内部監査室と緊密な連携を保ちながら監査の実効性を確
保する。

ホ．監査役がその職務の執行について必要な費用の前払い等の請求をしたときは、
速やかに会社は当該費用を処理する。

⑧　財務報告の信頼性を確保するための体制
当社は、財務報告の信頼性と適正性の確保及び金融商品取引法に基づく内部統制報

告書の有効かつ適切な提出に向け、財務報告に係る内部統制の整備を行い、継続した
運用、評価及び有効性向上のための取り組みを行う。

－ 19 －

業務の適正を確保するための体制



招
集
ご
通
知

事
業
報
告

連
結
計
算
書
類

計
算
書
類

監
査
報
告

株
主
総
会
参
考
書
類

2017/10/31 14:03:54 / 17328111_株式会社サンヨーハウジング名古屋_招集通知（Ｃ）

⑨　反社会的勢力との関係遮断に関する事項
イ．当社及び子会社からなる企業集団は、「サンヨーハウジンググループ企業行動

指針」に「市民社会の秩序や安全を脅かす反社会的団体／勢力に対して常に毅
然とした態度で対応し、その脅威には屈しません」と明記し、反社会的勢力排
除に向けた基本方針として周知徹底する。

ロ．反社会的勢力への対応を統轄する部署を設け、反社会的勢力による不当要求、
組織暴力及び犯罪行為に対しては、直ちに関係部門と協議し対応するととも
に、警察等関係機関と連携する等、組織的に対応を行う。

⑵　業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
①　コンプライアンスに関する取り組みの状況

当社は、「経営理念」、「経営方針」、「サンヨーハウジンググループ企業行動指
針」を記載した会社手帳を全役職員に配布するとともに、コンプライアンス・リスク
管理委員会において法令遵守の周知徹底を図っております。

内部通報取扱規程に基づき、監査役会及び社内から独立した外部弁護士事務所を内
部通報窓口として設けております。また、内部通報があった場合、監査役会は内部通
報の状況について確認を行うとともに、取締役会にその運用状況の報告を行っており
ます。

コンプライアンス体制の強化及び先を見越したリスク管理体制の整備を図るため、
コンプライアンス・リスク管理室が、財務報告に係る内部統制、業務の適正を確保す
る体制等を主眼に状況調査を行い、その内容を取締役会に報告しております。

内部監査室は、事業所及び子会社の監査を行い、監査結果を取締役会などに報告し
ております。

②　損失の危険の管理に関する取り組みの状況
コンプライアンス・リスク管理委員会は、当社及びグループ全体の横断的なリスク

管理を行っております。

③　取締役の職務の執行の効率性を確保する取り組みに関する状況
当事業年度に取締役会を14回開催し、経営上重要な事項について審議し決議してお

り、また、業務の執行状況を取締役会に定期的に報告しております。

－ 20 －

業務の適正を確保するための体制、業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要
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④　当社グループにおける業務の適正を確保する取り組みの状況
当社役員及びグループ会社社長を構成員とするグループ社長会を開催し、各社の業

務状況の報告を通じて、適切に指導、管理を行っております。

⑤　監査役の監査が実効的に行われることを確保する取り組みの状況
監査役は、取締役会など重要な会議に出席し、また、定期的に代表取締役と経営全

般に関し、意見交換を行っております。さらに、稟議書などを常時閲覧し、監査の実
効性の向上を図っております。

⑶　株式会社の支配に関する基本方針
該当事項はありません。

⑷　剰余金の配当等の決定に関する基本方針
当社は、株主の皆様に対する利益還元及び経営基盤の強化と将来の事業基盤拡大に備

えた内部留保の充実を図ることを経営の重要課題と位置付けており、配当性向20％以上
維持を目標に、中間配当及び期末配当の年２回、業績と連動した利益還元を長期的に実
施していくことを基本方針としております。また当社は、剰余金の配当等について、株
主総会の決議によっては定めず、取締役会の決議によって定める旨を定款に定めており
ます。さらに当社は、取締役会の決議によって、毎年２月末日を基準日として中間配当
をすることができる旨を定款に定めております。

当期末の配当金につきましては、１株につき19円とさせていただきます。これによ
り、中間配当金１株につき19円と合わせまして、年間配当金は１株につき38円となり
ます。

3838 38 38

第25期
（平成26年８月期）

第28期
（平成29年８月期）

第27期
（平成28年８月期）

第26期
（平成27年８月期）

（単位：円）配当の推移

（注）本事業報告中の記載金額は、表示単位未満の端数を切り捨てて表示しております。ただし、１株当たり
純資産額及び１株当たり当期純利益は、表示単位未満の端数を四捨五入して表示しております。

－ 21 －

業務の適正を確保するための体制の運用状況の概要、株式会社の支配に関する基本方針、剰余金の配当等の決定に関する基本方針
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連結貸借対照表 (単位：千円)

科目 第28期
平成29年８月31日現在 科目 第28期

平成29年８月31日現在

資産の部

流動資産

現金預金

受取手形・完成工事未収入金等

販売用不動産

開発事業等支出金

未成工事支出金

材料貯蔵品

繰延税金資産

その他

貸倒引当金

固定資産

有形固定資産

建物・構築物

車両運搬具

土地

その他

無形固定資産

のれん

ソフトウエア

その他

投資その他の資産

投資有価証券

繰延税金資産

退職給付に係る資産

その他

33,466,287

14,152,411

1,689,576

2,052,479

13,503,591

1,380,877

9,100

146,056

532,519

△326

4,070,309

2,664,792

1,242,512

28,283

1,262,115

131,881

184,994

70,179

95,842

18,972

1,220,522

866,978

60,614

54,234

238,696

負債の部

流動負債 11,818,122

支払手形・工事未払金等 3,130,388

短期借入金 6,124,751

１年内返済予定の長期借入金 283,228

未払法人税等 416,821

未成工事受入金 790,965

賞与引当金 121,329

完成工事補償引当金 22,092

その他 928,545

固定負債 1,891,329

長期借入金 800,939

繰延税金負債 36,271

役員退職慰労引当金 507,399

退職給付に係る負債 224,136

その他 322,583

負債合計 13,709,451

純資産の部

株主資本 23,737,514

資本金 3,732,673

資本剰余金 2,984,589

利益剰余金 17,367,052

自己株式 △346,800

その他の包括利益累計額 89,630

その他有価証券評価差額金 89,630

純資産合計 23,827,145

資産合計 37,536,597 負債純資産合計 37,536,597

－ 22 －

連結貸借対照表
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連結損益計算書 (単位：千円)

科目
第28期

平成28年 9 月 1 日から
平成29年 8 月31日まで

売上高 37,191,819
売上原価 31,022,926
売上総利益 6,168,892
販売費及び一般管理費 4,461,839
営業利益 1,707,053
営業外収益

受取利息 6,795
受取配当金 7,748
受取事務手数料 34,460
不動産取得税還付金 89,955
安全協力費 42,954
雑収入 91,598 273,513

営業外費用
支払利息 47,791
雑損失 19,758 67,550

経常利益 1,913,015
特別利益

固定資産売却益 906 906
特別損失

固定資産除却損 2,690 2,690
税金等調整前当期純利益 1,911,231
法人税、住民税及び事業税 632,865
法人税等調整額 △5,510 627,355
当期純利益 1,283,876
親会社株主に帰属する当期純利益 1,283,876

－ 23 －

連結損益計算書
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連結株主資本等変動計算書
第28期（平成28年９月１日から平成29年8月31日まで） （単位：千円)

株主資本
資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計

当連結会計年度期首残高 3,732,673 2,984,589 16,637,245 △346,800 23,007,707
当連結会計年度変動額

剰余金の配当 △554,068 △554,068
親会社株主に帰属する
当期純利益 1,283,876 1,283,876

株主資本以外の項目の当連結
会計年度変動額(純額) －

当連結会計年度変動額合計 － － 729,807 － 729,807
当連結会計年度末残高 3,732,673 2,984,589 17,367,052 △346,800 23,737,514

（単位：千円)

その他の包括利益累計額
純資産合計

その他有価証券評価差額金
当連結会計年度期首残高 110,824 23,118,531
当連結会計年度変動額

剰余金の配当 △554,068
親会社株主に帰属する
当期純利益 1,283,876

株主資本以外の項目の当連結
会計年度変動額(純額) △21,194 △21,194

当連結会計年度変動額合計 △21,194 708,613
当連結会計年度末残高 89,630 23,827,145

－ 24 －

連結株主資本等変動計算書
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貸借対照表 (単位：千円)

科目 第28期
平成29年８月31日現在 科目 第28期

平成29年８月31日現在

資産の部
流動資産

現金預金
販売用不動産
開発事業等支出金
未成工事支出金
材料貯蔵品
前払費用
繰延税金資産
未収入金
立替金
その他

固定資産
有形固定資産

建物
構築物
車両運搬具
工具器具・備品
土地

無形固定資産
借地権
商標権
ソフトウエア
電話加入権

投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
出資金
長期前払費用
長期前払年金費用
繰延税金資産
差入保証金
保険積立金
その他

26,638,990
11,007,856
1,485,877

12,587,518
1,077,213

5,808
29,085

118,556
17,519

305,455
4,100

4,756,569
1,730,689
1,075,742

36,947
16,837
92,049

509,110
78,856

7,477
95

64,102
7,181

2,947,023
721,440

1,914,870
3,357
6,013

33,013
51,943

180,436
16,396
19,550

負債の部
流動負債 9,684,875

工事未払金 2,298,402
短期借入金 5,482,000
未払金 174,218
未払費用 94,984
未払法人税等 338,578
未成工事受入金 680,285
預り金 509,303
賞与引当金 81,161
完成工事補償引当金 15,699
資産除去債務 4,646
その他 5,594

固定負債 813,398
退職給付引当金 177,301
役員退職慰労引当金 428,121
預り保証金 119,073
資産除去債務 83,216
その他 5,684

負債合計 10,498,273
純資産の部
株主資本 20,840,982

資本金 3,732,673
資本剰余金 2,984,589

資本準備金 2,898,621
その他資本剰余金 85,968

自己株式処分差益 85,968
利益剰余金 14,470,520

利益準備金 109,802
その他利益剰余金 14,360,718

別途積立金 13,310,000
繰越利益剰余金 1,050,718

自己株式 △346,800
評価･換算差額等 56,304

その他有価証券評価差額金 56,304
純資産合計 20,897,286

資産合計 31,395,560 負債純資産合計 31,395,560

－ 25 －

貸借対照表
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損益計算書 (単位：千円)

科目
第28期

平成28年 9 月 1 日から
平成29年 8 月31日まで

売上高
完成工事高 13,862,203
開発事業等売上高 14,152,484
その他の収入 58,403 28,073,090

売上原価
完成工事原価 10,483,990
開発事業等売上原価 12,593,175 23,077,165

売上総利益
完成工事総利益 3,378,212
開発事業等総利益 1,559,309
その他の売上総利益 58,403 4,995,925

販売費及び一般管理費 3,660,210
営業利益 1,335,714
営業外収益

受取利息 3,605
有価証券利息 4,157
受取配当金 5,838
受取事務手数料 31,749
不動産取得税還付金 88,377
安全協力費 38,272
雑収入 80,712 252,713

営業外費用
支払利息 32,569
雑損失 16,830 49,400

経常利益 1,539,028
特別利益

固定資産売却益 826 826
特別損失

固定資産除却損 2,572 2,572
税引前当期純利益 1,537,281
法人税、住民税及び事業税 509,434
法人税等調整額 △583 508,851
当期純利益 1,028,430

－ 26 －

損益計算書
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株主資本等変動計算書
第28期（平成28年９月１日から平成29年8月31日まで） （単位：千円)

株主資本

資本金

資本剰余金 利益剰余金

資本準備金
その他資本

剰余金 資本剰余金
合計 利益準備金

その他利益
剰余金

自己株式
処分差益 別途積立金

当期首残高 3,732,673 2,898,621 85,968 2,984,589 109,802 13,310,000
当期変動額

剰余金の配当
別途積立金の積立
当期純利益
株主資本以外の項目の
当期変動額(純額)

当期変動額合計 － － － － － －
当期末残高 3,732,673 2,898,621 85,968 2,984,589 109,802 13,310,000

（単位：千円)

株主資本 評価・換算
差額等

純資産合計
利益剰余金

自己株式 株主資本
合計

その他
有価証券

評価差額金

その他利益
剰余金 利益剰余金

合計繰越利益
剰余金

当期首残高 576,356 13,996,158 △346,800 20,366,620 72,088 20,438,708
当期変動額

剰余金の配当 △554,068 △554,068 △554,068 △554,068
別途積立金の積立 － － －
当期純利益 1,028,430 1,028,430 1,028,430 1,028,430
株主資本以外の項目の
当期変動額(純額) △15,783 △15,783

当期変動額合計 474,361 474,361 － 474,361 △15,783 458,578
当期末残高 1,050,718 14,470,520 △346,800 20,840,982 56,304 20,897,286

－ 27 －

株主資本等変動計算書
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連結計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
平成29年10月20日

株式会社サンヨーハウジング名古屋
取　締　役　会　　御中

誠　栄　監　査　法　人
代 表 社 員
業務執行社員 公認会計士 荒 川 紳 示 ㊞
代 表 社 員
業務執行社員 公認会計士 古 川 利 成 ㊞

当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社サンヨーハウジング名古屋の平成28年９
月１日から平成29年８月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益
計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。

連結計算書類に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から連結計算書類に対する意見

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して
監査を行った。監査の基準は、当監査法人に連結計算書類に重要な虚偽表示がないかどうかについて合理的
な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施することを求めている。

監査においては、連結計算書類の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が実施される。監
査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による連結計算書類の重要な虚偽表示のリスクの評価に
基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではない
が、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、連結計算
書類の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。また、監査には、経営者が採用した会計方針及び
その適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も含め全体としての連結計算書類の表示を検討す
ることが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠して、株式会社サンヨーハウジング名古屋及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期
間の財産及び損益の状況をすべての重要な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

－ 28 －

連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書
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計算書類に係る会計監査報告

独立監査人の監査報告書
平成29年10月20日

株式会社サンヨーハウジング名古屋
取　締　役　会　　御中

誠　栄　監　査　法　人
代 表 社 員
業務執行社員 公認会計士 荒 川 紳 示 ㊞
代 表 社 員
業務執行社員 公認会計士 古 川 利 成 ㊞

当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社サンヨーハウジング名古屋の平成
28年９月１日から平成29年８月31日までの第28期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算
書、株主資本等変動計算書及び個別注記表並びにその附属明細書について監査を行った。

計算書類等に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類及びそ

の附属明細書を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計
算書類及びその附属明細書を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用
することが含まれる。

監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した監査に基づいて、独立の立場から計算書類及びその附属明細

書に対する意見を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の
基準に準拠して監査を行った。監査の基準は、当監査法人に計算書類及びその附属明細書に重要な虚偽表示
がないかどうかについて合理的な保証を得るために、監査計画を策定し、これに基づき監査を実施すること
を求めている。

監査においては、計算書類及びその附属明細書の金額及び開示について監査証拠を入手するための手続が
実施される。監査手続は、当監査法人の判断により、不正又は誤謬による計算書類及びその附属明細書の重
要な虚偽表示のリスクの評価に基づいて選択及び適用される。監査の目的は、内部統制の有効性について意
見表明するためのものではないが、当監査法人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手
続を立案するために、計算書類及びその附属明細書の作成と適正な表示に関連する内部統制を検討する。ま
た、監査には、経営者が採用した会計方針及びその適用方法並びに経営者によって行われた見積りの評価も
含め全体としての計算書類及びその附属明細書の表示を検討することが含まれる。

当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手したと判断している。

監査意見
当監査法人は、上記の計算書類及びその附属明細書が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業

会計の基準に準拠して、当該計算書類及びその附属明細書に係る期間の財産及び損益の状況をすべての重要
な点において適正に表示しているものと認める。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

－ 29 －

会計監査人の監査報告書
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監査役会の監査報告

監　査　報　告　書
当監査役会は、平成28年９月１日から平成29年８月31日までの第28期事業年度の取締役の職務の執行に

関して、各監査役が作成した監査報告書に基づき、審議の上、本監査報告書を作成し、以下のとおり報告い
たします。

１．監査役及び監査役会の監査の方法及びその内容
⑴　監査役会は、監査の方針、職務の分担等を定め、各監査役から監査の実施状況及び結果について報告

を受けるほか、取締役等及び会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説
明を求めました。

⑵　各監査役は、監査役会が定めた監査役監査の基準に準拠し、監査の方針、職務の分担等に従い、取締
役、内部監査部門その他の使用人等と意思疎通を図り、情報の収集及び監査の環境の整備に努めるとと
もに、以下の方法で監査を実施しました。
①　取締役会その他重要な会議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行状況について報告を

受け、必要に応じて説明を求め、重要な決裁書類等を閲覧し、本社及び主要な事業所において業務
及び財産の状況を調査いたしました。また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意
思疎通及び情報の交換を図り、必要に応じて子会社から事業の報告を受けました。

②　事業報告に記載されている取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体
制その他株式会社及びその子会社から成る企業集団の業務の適正を確保するために必要なものとし
て会社法施行規則第100条第１項及び第３項に定める体制の整備に関する取締役会決議の内容及び
当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について、取締役及び使用人等からそ
の構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明いたし
ました。

③　会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するととも
に、会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。ま
た、会計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第
131条各号に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）
等に従って整備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、計算書類（貸借対照表、損
益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書並びに連結計算書類（連結貸借
対照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）について検討いたしました。

－ 30 －

監査役会の監査報告書
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２．監査の結果
⑴　事業報告等の監査結果

①　事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認め
ます。

②　取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められま
せん。

③　内部統制システムに関する取締役会決議の内容は相当であると認めます。当該内部統制システムに
関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行については、指摘すべき事項は認められませ
ん。

⑵　計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人　誠栄監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶　連結計算書類の監査結果
会計監査人　誠栄監査法人の監査の方法及び結果は相当であると認めます。

平成29年10月24日

株式会社サンヨーハウジング名古屋　監査役会
常 勤 監 査 役 千 住 憲 夫 ㊞

監 査 役 木 内 正 洋 ㊞

監 査 役 東 松 磐 樹 ㊞

監 査 役 川 崎 修 一 ㊞

（注）監査役　木内正洋、監査役　東松磐樹、監査役　川崎修一は、会社法第２条第16号及び第335条第３項に
定める社外監査役であります。

以　上

－ 31 －

監査役会の監査報告書
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株主総会参考書類
第１号議案 取締役８名選任の件

本総会終結の時をもって、取締役８名全員が任期満了となります。つきましては、
社外取締役２名を含む、取締役８名の選任をお願いいたしたいと存じます。

取締役候補者は、次のとおりであります。

【参考】候補者一覧
候補者
番 号 氏 名 当社における地位及び担当 取締役会出席回数

(第28期)

1
みや ざき そう いち

宮 﨑 宗 市 代表取締役社長 12回／14回
（85％） 再 任

2
さわ だ やす なり

沢 田 康 成 常務取締役営業本部長 14回／14回
（100％） 再 任

3
み と なお き

水 戸 直 樹 取締役執行役員建設本部長兼設計部長 14回／14回
（100％） 再 任

4
こ はら のぼる

小 原 昇 取締役執行役員経営本部長兼経営企画室長 14回／14回
（100％） 再 任

5
おお もり たか はる

大 森 隆 治 取締役執行役員管理本部長兼人事部長 14回／14回
（100％） 再 任

6
みや ざき たく や

宮 崎 卓 也 常勤顧問 － 新 任

7
お り たかし

小 里 孝 社外取締役 13回／14回
（92％）

再 任 独 立
社 外

8
えん どう あき かず

遠 藤 彰 一 社外取締役 14回／14回
（100％）

再 任 独 立
社 外

－ 32 －

取締役選任議案
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候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況 所有する当社の株式の数

1
再 任

み や

宮
ざ き

﨑　
そ う

宗
い ち

市
（昭和23年10月19日生）

平成 元 年11月 当社設立　代表取締役社長（現任）

4,081,400株
＜重要な兼職の状況＞
サンヨー測量株式会社　代表取締役社長
サンヨーベストホーム株式会社　代表取締役社長
五朋建設株式会社　代表取締役社長

＊当社取締役在任期間　28年（本総会終結時)
［取締役候補者とした理由］

同氏は、平成元年当社設立以降、代表取締役社長として当社グループの基盤構築、事業拡大をすすめてまいり
ました。
今後も経営に関する卓越した見識とリーダーシップをもって、事業の継続的かつ安定的な発展への更なる貢献
が期待されることから、取締役候補者としております。

候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況 所有する当社の株式の数

２
再 任

さ わ

沢
だ

田　
や す

康
な り

成
（昭和46年5月4日生）

平成 2 年 2 月 当社入社

62,700株

平成15年10月 当社執行役員営業部長
平成16年 8 月 当社執行役員営業本部長
平成18年11月 当社取締役執行役員営業本部長
平成23年11月 当社常務取締役営業本部長（現任）

＊当社取締役在任期間　11年(本総会終結時)
［取締役候補者とした理由］

同氏は、入社以来、営業部門を中心に業容の拡大、事業の進展に尽力してまいりました。
今後も住宅販売における高い専門性と長年の経験を活かし、更なる貢献が期待されることから、取締役候補者
としております。

－ 33 －

取締役選任議案
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候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況 所有する当社の株式の数

３
再 任

み

水
と

戸　
な お

直
き

樹
（昭和36年12月27日生）

昭和55年 4 月 ナショナル住宅建材株式会社

7,200株

(現　パナホーム株式会社)入社
平成18年 4 月 サンヨーベストホーム株式会社入社
平成18年10月 当社入社
平成19年 4 月 当社建設部長
平成19年11月 当社執行役員建設部長
平成21年11月 当社取締役執行役員建設部長
平成23年11月 当社取締役執行役員建設本部長
平成27年 3 月 当社取締役執行役員建設本部長兼設計部長（現任）

＊当社取締役在任期間　８年(本総会終結時)
［取締役候補者とした理由］

同氏は、入社以来、建設部門に従事し、技術開発、業務改善をすすめてまいりました。
今後も高い専門性と豊富な知識をもって、事業の継続的発展への更なる貢献が期待されることから、取締役候
補者としております。

候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況 所有する当社の株式の数

４
再 任

こ

小
は ら

原　
のぼる

昇
（昭和32年１月12日生）

昭和54年 4 月 佐々木硝子株式会社

17,700株

(現　東洋佐々木ガラス株式会社)入社
平成 2 年 9 月 国際証券株式会社

(現　三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券株式会社)入社
平成11年10月 同社大阪公開引受部長
平成20年 1 月 当社出向　内部監査室長
平成20年 7 月 当社経営企画室長
平成20年10月 当社執行役員経営企画室長
平成21年11月 当社入社　執行役員経営企画室長

当社取締役執行役員経営企画室長
平成23年11月 当社取締役執行役員経営本部長兼経営企画室長（現任）

＊当社取締役在任期間　８年(本総会終結時)
［取締役候補者とした理由］

同氏は、当社取締役として、経営企画業務を担い、経営計画の策定、グループ経営管理及びＩＲ広報にその手
腕を発揮してまいりました。
今後も当社グループの事業拡大への更なる貢献が期待されることから、取締役候補者としております。

－ 34 －

取締役選任議案
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候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況 所有する当社の株式の数

５
再 任

お お

大
も り

森　
た か

隆
は る

治
（昭和37年10月6日生）

昭和60年 4 月 株式会社中央相互銀行

2,400株

(現　株式会社愛知銀行)入行
平成23年 6 月 株式会社愛知銀行新道支店長
平成25年 7 月 当社出向　総務部部長
平成25年11月 当社執行役員人事部長
平成26年 9 月 当社入社　執行役員人事部長
平成26年11月 当社取締役執行役員人事部長
平成27年11月 当社取締役執行役員管理本部長兼人事部長（現任）

＊当社取締役在任期間　３年(本総会終結時)
［取締役候補者とした理由］

同氏は、当社取締役として、人事諸制度及び経営管理業務の見直し、改善をすすめてまいりました。
今後もこれらの見識やこれまで培った経験を活かして、企業価値の向上への更なる貢献が期待されることか
ら、取締役候補者としております。

候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況 所有する当社の株式の数

６
新 任

み や

宮
ざ き

崎　
た く

卓
や

也
（昭和30年3月11日生）

昭和54年 4 月 中央信託銀行株式会社

100株

(現　三井住友信託銀行株式会社)入行
平成12年 7 月 中央三井信託銀行株式会社

(現　三井住友信託銀行株式会社)京成船橋支店長
平成13年 2 月 同行大阪支店証券代行部長
平成14年10月 同行証券代行営業部長
平成19年10月 同行本店営業第四部長
平成20年 7 月 同行執行役員本店営業第四部長
平成22年 6 月 同行執行役員名古屋支店長
平成22年 7 月 同行常務執行役員名古屋支店長
平成24年 4 月 三井住友信託銀行株式会社常務執行役員
平成27年 4 月 同行専務執行役員
平成28年 4 月 同行顧問

三井住友トラスト不動産株式会社　取締役副会長
三井住友トラスト・ウェルスパートナーズ株式会社
取締役副会長

平成29年 4 月 当社入社　常勤顧問（現任）
［取締役候補者とした理由］

同氏は、長年の信託銀行での経営管理全般における豊富な知識、経験を有しております。
これまでの経験を活かし、当社の持続的な成長と企業価値の向上へ貢献が期待されることから、取締役候補
者としております。

－ 35 －

取締役選任議案
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候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況 所有する当社の株式の数

７
再 任
社 外
独 立

お

小
り

里　
たかし

孝
（昭和23年11月11日生）

昭和46年 4 月 株式会社十六銀行入行

500株

平成 7 年 6 月 同行取締役本店営業部長
平成 9 年 6 月 同行常務取締役本店営業部長
平成12年 6 月 同行専務取締役
平成16年 6 月 十六リース株式会社　代表取締役社長
平成22年 6 月 株式会社十六ディーシーカード

(現　株式会社十六カード)代表取締役社長
株式会社十六ジェーシービー
(現　株式会社十六カード)代表取締役社長

平成25年 6 月 株式会社十六総合研究所　代表取締役社長
平成27年 6 月 同社顧問（現任）
平成27年11月 当社社外取締役（現任）
平成29年 9 月 各務原開発株式会社　社外取締役（現任）

＜重要な兼職の状況＞
株式会社十六総合研究所　顧問
各務原開発株式会社　社外取締役

＊当社社外取締役在任期間　２年(本総会終結時)
［社外取締役候補者とした理由］

同氏は、長年の銀行実務における豊富な知識及び会社経営の経験を有しております。
これらの経験と高い見識に基づき、当社の社外取締役として職務を遂行していただけると判断し、社外取締役
候補者としております。

－ 36 －

取締役選任議案
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候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び担当並びに重要な兼職の状況 所有する当社の株式の数

８
再 任
社 外
独 立

え ん

遠
ど う

藤　
あ き

彰
か ず

一
（昭和46年3月16日生）

平成10年10月 監査法人トーマツ名古屋事務所

1,400株

(現　有限責任監査法人トーマツ
名古屋事務所)入所

平成14年 4 月 公認会計士登録
平成15年 7 月 トーマツコンサルティング株式会社

(現　デロイト トーマツ コンサルティング合同会社)
入社

平成17年11月 公認会計士・遠藤会計事務所設立　同所長（現任）
平成26年11月 当社社外取締役（現任）
平成27年 1 月 株式会社ワンズブレイン・パートナーズ

代表取締役社長（現任）
平成28年 ８ 月 中島醸造株式会社　取締役（現任）

＜重要な兼職の状況＞
公認会計士・遠藤会計事務所　所長
株式会社ワンズブレイン・パートナーズ　代表取締役社長
中島醸造株式会社　取締役

＊当社社外取締役在任期間　３年(本総会終結時)
［社外取締役候補者とした理由］

同氏は、公認会計士としての高度な専門知識と経験を有しております。
これらの経験と高い見識に基づき、当社の社外取締役として職務を遂行していただけると判断し、社外取締役
候補者としております。

（注）１．宮崎卓也氏は、新任の取締役候補者であります。
２．各取締役候補者と当社との間には、特別の利害関係はありません。
３．小里孝氏及び遠藤彰一氏は、社外取締役候補者であります。
４．当社は小里孝氏及び遠藤彰一氏との間で会社法第427条第１項の規定に基づき、同法第423条第１

項の責任に関し、善意でかつ重大な過失がないときには、同法第425条第１項に定める最低責任限
度額を限度として賠償責任を負うものとする責任限定契約を締結しております。両氏が原案どおり
再任された場合には、当該契約を継続する予定であります。

５．小里孝氏及び遠藤彰一氏は東京証券取引所及び名古屋証券取引所の定めに基づく独立役員の要件を
満たしており、当社は両氏を独立役員として両取引所に届け出ております。なお、両氏が原案どお
り再任された場合には、引き続き独立役員となる予定であります。

－ 37 －

取締役選任議案
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第２号議案 監査役２名選任の件

本総会終結の時をもって、監査役木内正洋氏と東松磐樹氏は任期満了となります。
つきましては、監査役２名の選任をお願いいたしたいと存じます。なお、本議案に関
しましては監査役会の同意を得ております。

監査役候補者は、次のとおりであります。

候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び重要な兼職の状況 所有する当社の株式の数

１
新 任
社 外
独 立

な か

中
む ら

村　
ま さ

昌
ひ ろ

弘
（昭和27年2月28日生）

昭和49年 4 月 株式会社名古屋相互銀行

0株

（現　株式会社名古屋銀行）入行
平成13年 6 月 株式会社名古屋銀行システム部長
平成15年 6 月 同行執行役員事務システム部長
平成17年 6 月 同行取締役事務システム部長
平成19年 6 月 同行常務取締役
平成21年 6 月 同行専務取締役
平成23年 4 月 同行取締役副頭取
平成25年 6 月 同行取締役頭取
平成26年 6 月 社会福祉法人聖霊会　理事（現任）
平成27年 4 月 住友生命保険相互会社　総代（現任）
平成29年 6 月 株式会社名古屋銀行　相談役（現任）

錦成ビル株式会社　取締役会長（現任）
株式会社メイアン　監査役（現任）
公益財団法人名銀グリーン財団　評議員（現任）
公益財団法人メルコ学術振興財団　理事（現任）

＜重要な兼職の状況＞
株式会社名古屋銀行　相談役
錦成ビル株式会社　取締役会長
株式会社メイアン　監査役
住友生命保険相互会社　総代
社会福祉法人聖霊会　理事
公益財団法人名銀グリーン財団　評議員
公益財団法人メルコ学術振興財団　理事

［社外監査役候補者とした理由］
同氏は、金融機関の経営者としての豊富な経験と幅広い見識を有しており、社外監査役として当社の監査に活
かしていただけるものと判断し、社外監査役候補者としております。

－ 38 －

監査役選任議案
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候補者番号 氏名（生年月日） 略歴、当社における地位及び重要な兼職の状況 所有する当社の株式の数

２
新 任
社 外
独 立

あ ま

天
の

野　
か げ

景
は る

春
（昭和25年4月23日生）

昭和49年 4 月 愛知県警察官　採用

0株

平成16年 9 月 愛知県警察愛知警察署長
平成18年 4 月 同県警生活安全部参事官
平成20年 3 月 同県警一宮警察署長
平成21年10月 同県警地域部長
平成23年 4 月 自動車安全運転センター　愛知県事務所長
平成28年12月 同センター　退所

（現在に至る）
［社外監査役候補者とした理由］

同氏は、直接会社経営に関与された経験はありませんが、長年にわたる警察官としての豊富な経験や幅広い見
識を有しており、社外監査役として当社の監査に活かしていただけるものと判断し、社外監査役候補者として
おります。

（注）１．中村昌弘氏及び天野景春氏は、新任の監査役候補者であります。
２．中村昌弘氏及び天野景春氏と当社との間には、特別の利害関係はありません。
３．中村昌弘氏及び天野景春氏は、社外監査役候補者であります。
４．中村昌弘氏及び天野景春氏が、原案どおり選任された場合には、会社法第427条第１項の規定に基

づき、同法第423条第１項の責任に関し、善意でかつ重大な過失がないときには、同法第425条第
１項に定める最低責任限度額を限度として賠償責任を負うものとする責任限定契約を締結する予定
であります。

５．中村昌弘氏及び天野景春氏は、東京証券取引所及び名古屋証券取引所の定めに基づく独立役員の要
件を満たしており、両氏が原案どおり選任された場合には、独立役員として両取引所に届け出る予
定であります。

－ 39 －

監査役選任議案
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第３号議案 退任取締役に対する退職慰労金贈呈の件

本総会終結の時をもって退任される取締役杉浦英二氏に対し、その在任中の功労に
報いるため、当社の定める一定の基準に従い、相当額の範囲内で退職慰労金を贈呈す
ることとし、その具体的金額、贈呈の時期、方法等は取締役会にご一任願いたいと存
じます。

退任取締役の略歴は、次のとおりであります。

氏 名 略 歴
す ぎ

杉
う ら

浦　
え い

英
じ

二 平成21 年 11月 当社取締役
平成23 年 11月 当社常務取締役（現任）

以上

－ 40 －

退任取締役に対する退職慰労金贈呈の件
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ＭＥＭＯ

－ 41 －

メモ
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ＭＥＭＯ

－ 42 －

メモ
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株主総会会場ご案内図
会場　名古屋市東区葵３-16-16

ホテルメルパルク名古屋 ２階瑞雲
電話　052-937-3535(代表)

◎当日は会場の駐車場の混雑が予想されますので、できるだけ
公共交通機関をご利用ください。
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【交通機関】
○ 地 下 鉄

Ｊ R 千種駅１番出口より 徒歩１分

○ 地 下 鉄 車道駅３番出口より 徒歩２分

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

地図




